
【調査内容】 

一般の住宅敷地等の買収により用地確保を図った場

合は、多大な時間を要すると考えられるため、新庁舎建

設が可能な面積を有する未利用地の有無を調査した。

なお、別地建替の場合、80,100 ㎡（※）程度の床面積
を想定しているが、総合設計制度適用に基づく容積率の

割増しの可能性を考慮し、最低限必要となる敷地面積は、

次のとおり小さめに想定する。

容積率 必要敷地面積

①400％以上 10,000㎡以上
②300％以上 400％未満 15,000㎡以上
③200％以上 300％未満 20,000㎡以上

【調査方法】 

航空写真により建物の無い土地を抽出し（緑色部分）、

その後、住宅地図により現在の利用形態を確認した。

【調査結果】 

①容積率 400％以上の地域
建物の無い土地は無かった。

②容積率 300％以上 400％未満の土地
 建物の無い土地は、小学校の校庭のみであり、

未利用地は無かった。

③容積率 200％以上 300％未満の土地
 建物の無い土地は、既に建設計画が有る土地や、

 小学校の校庭などであり、未利用地は無かった。

別地候補地の有無 

(1)武蔵小杉駅周辺 

凡例 

   ：容積率 400％以上 

   ：容積率 300％ 

その他：容積率 200％ 

   ：建物が無い土地 

空地

（開発計画有り）

田畑

約 2,700m2 

東住吉小学校

グラウンド

建設中

今井中学校

グラウンド

日本医科大学

グラウンド

住吉高校グラウンド

建設中

容積率 400％
以上の敷地

半径 800m(徒歩 10分)圏

容積率 300％
の敷地

公園

上丸子小学校

グラウンド

武蔵小杉駅

至：渋谷

至：横浜

至：川崎

至：久里浜

至：東京

至：立川

東急東横線 

横須賀線 

南武線 

武蔵小杉駅

向河原駅

新丸子駅

日本医科大学

グラウンド

（H25.1.1 時点撮影） 

※ 80,100㎡：地方自治体での庁舎規模算定で一般的に利用される「総務省地方債同意等基準」を基に、内部検討で試算した別地建替の場合の必要規模（調査・検討報告書 P.73参照）
※ 川崎市発行の空中写真（垂直写真）を複製したものです。 承認番号（川崎市指令ま計第５９号）
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